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博士論文審査及び試験の結果の要旨 

 

学位申請者  
 放送大学大学院文化科学研究科 

文化科学専攻生活健康科学プログラム 
 氏名 高尾 淳子             

 
論文題目  
インクルーシブ保育実践者の人材育成法に関する研究  
-職場を活性化し学び合いの風土をつくる「保育 KI」の開発を通して- 

 

審査委員氏名 

・主査（放送大学教授   修士（法 学））  大曽根 寛 

・副査（放送大学教授   博士（学 術））  山田 知子 

・副査（放送大学教授   博士（医 学））  石丸 昌彦 

・副査（白梅学園大学教授 博士（児童学））  近藤 幹生 

 

論文審査及び試験の結果 

今回の論文審査においては、以下の理由から、学位申請者高尾淳子院生の博士

論文を合格とした。 

Ⅰ 本件学位請求論文の概要 

 本研究は、インクルーシブ保育実践者の人材育成の可能性に関し、職場の活性

化を図る手段としての「保育ＫＩ」の開発を通して、この手法がどのような効果

を有するか、この手法を持続していくにはいかなる課題があるのかを明らかに

することを目的としている。 

 この研究目的を達するため、序章では、インクルーシブ保育推進の視点からみ

たところの保育者の現況を網羅的に叙述・概観している。第 1 章では、インクル

ーシブ保育を実践する者の育成に向けた養成教育・現職研修の変遷と現代的な

課題を、本研究の背景事情として描き、「保育ＫＩ」につながる論点を提起した。

第 2 章では、インクルーシブ保育を推進するために、職場の力をいかに引き出

すかについて、どのような課題が伏在しているかをアンケート調査によって明

らかにしようとした。第 3 章では、インクルーシブ保育の推進に向けた「保育Ｋ

Ｉ」活動が保育の現場に適合するかどうかについて、試行を重ねた結果が記述さ

れている。第 4 章では、第 3 章で述べた「試行」について、検証作業と考察が行

われている。終章では、以上を総括し、トライアルの途上である「保育ＫＩ」に

ついて、研究上、実践上の課題を述べている。 
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Ⅱ 審査委員の評価およびコメント 

１．本研究では、はじめにインクルーシブ保育の発祥など、一部ではあるが海外

の動向や日本政府の捉え方、関連法の整備、戦前・戦後の障害児保育と特別支援

教育の歩みをふれている。乳幼児保育の実践現場におけるインクルーシブ保育

という場合、保育所保育指針や幼稚園教育要領などにおける位置づけが課題に

なるが、歴史を含め基本的視点をおさえている。とりわけ、新しい保育所保育指

針と幼稚園教育要領などが 2017 年 3 月告示・2018 年 4 月に施行されるという、

最新の状況を視野に入れて本研究を位置づけようとしている。インクルーシブ

保育の人材育成については、園内研修に関する先行研究や、保育カンファレンス

の手法に関する広範囲の先行事例もある。それらを十分に視野に入れてはいな

いが、先行研究のレファレンスは、問題の背景も含め幅広く検討されていると判

断できる。 

２．人材育成、職場風土の活性化を図る「保育ＫＩ」の開発―が研究の中心であ

るが、保育職場の客観的現状を踏まえた、保育労働の実態分析なども求められる

のではないか。また、インクルーシブ保育をする実践現場と専門諸機関（発達支

援センター、療育機関、児童相談所、関連する行政機関など）との連携のあり方

や課題を整理する必要があると思われる。特に連携のあり方と、職場における

「保育ＫＩ活動」の関連性を明確化することを期待したい。さらに、人材育成を

すすめる「職場風土の活性化」など、キーワードの概念のあいまいさは否めない。

こうした未解明な課題があるが、試行を重ね「保育ＫＩ」による「職場の課題の

共有」（「課題ばらし」）を導けることなど、部分的だが、効果も示されている。

実践現場へ貢献する可能性は有しており、独自性のある萌芽的研究といえる。 

３．本研究の目的とするところは、「保育者の人材育成」であることが明記され

ている。従って「保育ＫＩ」の効果もまた、個々の保育者が人材としてどの程度

育成されたかによって検証されねばならない。然るに本研究では、「職場力」の

向上といった職場環境の改善効果は多々示されているものの、個々の保育者の

成長に資する効果については部分的にしか触れられていない。また、評価の視点

は一貫して保育者らの自己評価や互評に立脚しており、外部からの視点（たとえ

ば保育対象児童の保護者）が加味されていない。 

 もとより個々の保育者の成長を客観的実証的に評価することは方法論的にも

難しく、長い年月を要するものでもある。萌芽的研究の中でそれが十分達成され

ず将来の課題に残されることはやむを得ないが、この点に関する本研究の限界

と将来展望について適切な記載が必要である。 

また、この点から見て「インクルーシブ保育実践者の人材育成」という主題の

文言は羊頭狗肉の印象が否めず、「職場風土の活性化を図る『保育ＫＩ』の開発」

という副題との間には不整合がある。（主題は個々の保育者の成長に関わるもの

であるのに対して、副題は職場環境の改善に関わるものである。）適切な修正が

必要と考える。 
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Ⅲ 総括 

 以上のように、審査過程においては、多くのコメントが寄せられたが、本論文

の問題意識そのものに対する批判ではなく、インクルーシブな保育を実践する

人材を育成する喫緊の課題があること、職場を活性化しつつ、学び合いの風土を

形成する必要があることについては、審査委員も共有していたところであり、現

状分析からする問題の所在の指摘および研究テーマの設定に関しては、高い評

価を与えられていた。 

これを、放送大学博士論文審査の基準に照らしてみると、次のように評するこ

とができる。 

１.この論文が提起する研究課題は、審査委員のコメントにもあるように、時代

の要請にこたえようとするものであり、また保育学においていまだ未到達であ

った、OJT としての「保育 KI」の開発という手法を通して、課題への一つの解決

策を見つけ出していこうとする試みであることについては、学問的位置づけ、独

創性、社会的な重要性および貢献などの面から見ても、評価しうるものというこ

とができる。 

２.また、先行研究のレファレンスは、序章および第 1 章において、保育学だけ

でなく、社会福祉学、教育学、経営学、法律学など各学問分野にアプローチしつ

つ、幅広い分野にわたって文献を渉猟し、かつ綿密に行われており、十分に評価

しうるものとなっていた。 

３.次に、オリジナルデータを取得するための第一次資料は、関係する保育団体

の協力を得て確保しており、かつその分析は科学的な手法で行われていること

を認めることができる。 

４.さらに、研究対象である保育者が働く現場には、打ち合わせ・ヒアリングを

含めて、足しげく通い、確固とした信頼関係を築いてきたといえる。また、調査

結果の分析・考察をするにあたっても、現場に行き主要な協力者と何度も会合を

持っている。 

５.そして、本論文の著述は、論理的かつ明解であり、過不足のないものである。

また論文の目次構成も、前述したような展開であり、科学的な論証の順序をたど

ろうと努力していることは確かである。 

６.これらは、博士予備論文審査委員会において指摘された事柄について、反芻

し、修正を重ね、本論文原稿に反映されてきた結果であり、予備論文審査委員の

先生方のおかげでもある。 

７.最後に、2018 年 1 月 20 日の本博士論文審査会（放送大学本部図書館 AV ホー

ル）では、30 分のプレゼンテーションと 60 分の質疑応答において、与えられた

時間を誠実に守り、質問には的確に対応していたということができ、外連味の無

い姿勢であった。 

 これらの理由から、審査委員会は、本件論文が博士号授与にふさわしいもので

あることを、全員一致で認めた次第である。 

以上 


